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アダプタを購入し、複数の樽を連結することで全体としての流量を増加させる。これにより缶
充填システムに供給するビール量が増えることになります。以下のように、マニフォルド自体
が保持するビール量を少なくするよう設定してみることもお勧めします。

樽を連結した場合はCO2レギュレーターを25PSI以上に設定し、マニフォルドがビールで満たさ
れるよう十分な流量を確保し、充填サイクル毎に必要なビールが供給できるようにします。充
填ヘッドが1〜2本の場合は必要となるビール量はさほどではありませんが、3〜5本の充填ヘッ
ドとなると、必要量を供給するのはチャレンジかもしれません。

樽からの缶充填

解決すべき問題点
1.
2.
3.

温度の管理・ヘッドプレッシャーの調整、そして必要な充填量に対する樽からの流量という意味に
おいて、樽からの缶充填は難しい問題です。その中でも特に深刻なのが流量です：自動式マルチヘ
ッド充填機は一度に多くの量のビールを充填するため、ホース径が2インチ、1.5インチ、1インチ
といったブルワリーホースを使用します。一方ほとんどの樽のホース径は3/8インチしか無く、それ
を1.5インチのステンレス・マニフォルドに接続した上で流量を維持する必要があるわけです。

樽からの充填を行う際には以下の3つの方法がうまく機能するかもしれません：

1.

           a.1インチ・ヘルール継手を使用することや、2ヘッドシステムの場合はマニフォルドを飛ばし
               て第一ヘッドと第二ヘッドの接続にY字管を使用し、ヘルール接続アダプタによって樽からY
               字底部に直接接続してみる
           b.3〜5ヘッドシステムを使用する場合は、マニフォルド内を完全に満たすだけのビールを樽
               から供給する

   2.一つのヘッドに対し、一つの樽を充当させる。この場合はマニフォルドを飛ばして、1.5イン
       チ・ヘルール継手によって樽からのラインをリストリクション・プレートの直前で充填システ
       ムと接続する。充填ヘッド数1〜2本のシステムに適した方法です。

   3.1番・2番の両方を組み合わせる。1つの充填ヘッドにつき3樽かそれ以上の樽を連結して繋ぐ。
      これにより、2番のようにホースサイズを変化させる必要がない一方で、1番のような流量をえら
      れます。また、樽を頻繁に交換する必要がなく、さらに交換直前直後の低充填の頻度を少なくで
      きます。

ヘッドプレッシャーも懸念材料の一つです。樽ではブライトタンクとは異なりタン
ク内に静的圧力やビール自体の重さが殆どなく、ホース径も細いため、通常より高
い圧力をかける必要があります。

1.



一つの方法は、清潔なゴミ箱に樽を入れ、氷と岩塩を入れ氷点下まで下げる方法です。この方
法を試す場合は、充填備前夜から行うことをお勧めします。当日に行うと、樽の出し入れによ
って中のビールに衝撃が加わるからです。

   2.各充填ヘッド毎に樽を充当させる場合は、1ヘッドあたり20〜25PSIでうまく行った経験があり
       ます。

グリコールチラーが使えない樽における温度管理は次の問題です。

1.


